
ⅡⅡ．．本本邦邦ににおおけけるる膵膵臓臓移移植植のの足足跡跡  

膵臓移植特別委員会・膵臓移

植中央調整委員会の活動 
 

膵臓移植実務者委員会の設立

経緯および活動 
 

わわがが国国のの膵膵臓臓移移植植のの準準備備状状態態  
平成 5（1993）年より臓器移植の医学的問題に関

する厚生省の研究班が発足し検討が進められた。 
 
・・平平成成 99（（11999977））年年  
66 月月 臓器の移植に関する法律が成立。 
88 月月 レシピエント適応基準、レシピエント適応

評価委員会、膵臓移植実施施設基準に関するアン

ケート調査。 
1122 月月 日本糖尿病学会、日本腎臓学会、日本移

植学会、日本膵・膵島移植研究会選出の膵臓移植

特別委員会〔以下委員会〕発足（金澤康徳委員長）。 
 

 

・・平平成成 1100（（11999988））年年  
44 月月 第 5 回委員会でレシピエント適応基準、登

録手順、膵臓移植実施施設基準採択、日本糖尿病

学会、日本腎臓学会の承認後、移植関係学会合同

委員会へ報告、承認。第 5、第 6 回委員会で移植

実施施設選考方法の検討。第 7 回委員会、移植実

施施設申請手続は全ての参加移植施設が移植経

験を開示、共有化をするという多施設間協力体制

（支援チーム）を前提条件とした。 
77 月月 実施申請書類発送（対象：日本膵・膵島移

植研究会加入施設 58、応募総数 18）。第 8 回委

員会、13 施設を有資格と判定。多施設間協力体制

へ参加意志確認、実地担当者各 1 名による膵臓移

植実務者委員会を設置。 
第 9 回委員会で実務者委員会の構成・運営を検

討。 
  

・・平平成成 1100（（11999988））年年  
1122 月月 22 日日 第 1 回実務者委員会：出月康夫特別

委員会委員を委員長に指名し特別委員会にて提

案された多施設間協力体制が討議され了承。12月

22 日第 2 回全膵臓移植予定施設より実務者委員

が集合。実務者委員会の組織・幹事を決定、幹事

を中心に活動を開始することとなった。 

 

・・平平成成 1111（（11999999））年年  
11 月月 第 10 回委員会にて、適応判定に関わる書

式・手続きの検討（地域適応検討委員会の構成、

等）。 
22 月月 移植関係学会合同委員会（森 亘委員長）

にて膵臓移植に関する実施計画書（平成 11 年 2

・・平平成成 1111（（11999999））年年  
11 月月 1188 日日 第 3 回：膵臓移植実施に関するガイ

ドライン最終案、膵臓移植の経験を持つ実務者委

員会の幹事が各々の移植手術に参加する、外科手

術としては例外的な出前で技術提供を行うオー

ルジャパンシステムの支援体制で了承。 
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月版）を答申。合同委員会の審議、同計画書と移

植実施 13 施設が承認。 
33 月月 第 1 回中央調整委員会（特別委員会が移

行）にて心停止下臓器摘出の討議。幹事の任期・

幹事の役割・レシピエント登録に際し手術実施施

設の外科医の関与・臓器保存・移植後の評価・地

域適応検討委員会の委員の選考状況・登録手続き

の開始の広報。 
55 月月 第 2 回中央調整委員会：適応判定申請書お

よび付属文書最終案策定。地域適応検討委員会の

設置と委員長選出の依頼。ネットワーク連絡事項

の了承。 
77 月月 第 3 回中央調整委員会：膵臓移植適応判定

申請書の受付開始状況の説明。地域適応検討委員

会での評価作業。実務者委員会に関する「当初若

干例における運営（案）」 
88 月月 第 4 回中央調整委員会：支援医師団の呼称

「支援チーム」案。8 月中央調整委員と 13 施設

代表者による拡大委員会で各施設への支援チー

ムの入所手続き、支援チーム独自の連絡網の検

討。 
99 月月 第 5 回中央調整委員会：NW 登録の最終点

検は事務局が行い、手順に従い登録する。13 施設

からの移植実施のチェックリストを検討。 
  
  
  
  
1100 月月 膵腎配分ルール決定。膵臓および 2 腎が提

供される場合、膵腎同時移植第一位候補者が

HLA-DR 抗原が 1 抗原以上適合する場合は、1 腎

を膵腎同時移植第一位候補者に配分する。HLA-
DR抗原が適合しない場合は 2腎とも腎移植待機

者に配分され、膵臓は腎移植後膵臓移植待機者あ

るいは膵単独移植待機者に配分される。 
この案が腎移植作業部会、膵移植作業部会の合同

会議で承認され、レシピエント選択基準として決

定された。これによって膵腎同時移植の実施が可

能となった。  
  
  

  
  
33 月月 第 4 回：実施にむけての適応判定申請状

況、NW 登録状況、実施施設における移植実施シ

ミュレーションなどの準備状況。 
33 月月 1122 日日 第 5 回：「当初若干例における運営

（最終案）」の討議・採択。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
99 月月 1155 日日 第 6 回：実施施設における膵臓移植

を実施するための最終的なシミュレーションの

実施状況とチェックリストの確認。 
99 月月 2299 日日 第 7 回（日本臓器移植 NW 本部）：

実務者委員、中央調整委員会委員、NW から 3 名

のコーディネーターの出席の下、机上シミュレー

ションが行われた。 
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・・平平成成 1122（（22000000））年年  
22 月月 第 6 回中央調整委員会、膵臓移植実施シミ

ュレーションに関するアンケート。 
33 月月 第 7 回中央調整委員会開催（厚労省からの

オブザーバー）。心停止での膵臓移植の検討：膵・

膵島移植研究会が独自に見解をまとめる。移植関

係学会合同委員会に上申し、同委員会の検討結果

が出るまで心停止移植は凍結。 
44 月月 脳死膵腎同時移植・第 1 例（大阪大学）術

後に連絡を受け順調な経過が報告。 
88 月月 わが国の脳死下の最初の膵腎同時移植例

の経過報告。膵臓移植希望者は血清 C-ペプチド

濃度の低下（＜0.5ng／m1）が必須。GAD 抗体

存在は「適応禁忌」ではない。 
1111 月月 膵臓移植実施要綱 1999 年版の改訂：実務

者委員の幹事が改訂案を作成、中央調整委員会で

承認。心停止ドナーの膵摘出は公衆衛生審議会臓

器移植専門委員会でオーソライズ、要綱の第 2 版

に掲載した。 
  

・・平平成成 1122（（22000000））年年  
66 月月 第 8 回：出月委員長の司会で、平成 12 年

4 月 25 日大阪大学で実施された最初の膵腎同時

移植症例の検討、心停止ドナーからの膵臓移植を

実施するための各施設内倫理委員会での手続き

の必要性を討議。 
  

・・平平成成 1133（（22000011））年年  
44 月月 ドナーの除外条件にクロイツフェルド・ヤ

コブ病が追加。 
1111 月月 実務者委員会委員の幹事の増員。出月実

務者委員長は退任し、後任に石橋委員を指名。 
  

・・平平成成 1133（（22000011））年年  
33 月月 33 日日 第 9 回：2 例目と 3 例目の新規症例の

報告、中央調整委員会の深尾委員から厚生労働省

より膵臓移植に関する作業班会議で、心停止下で

の膵臓移植に関するドナーの選択基準・レシピエ

ントの選択基準を策定する予定、また、腎の配分

ルール（膵を優先させるか腎を優先させるか）は

第三者機関での公平・公正な検討を要することを

報告。 
1122 月月 1144 日日 第 10 回（日本糖尿病学会会議室）：

出月実務者委員長は退任し、後任は石橋委員を指

名。実務者委員会委員の「幹事 3」の松野先生か

ら中島先生への交代。 
  

・・平平成成 1144（（22000022））年年  
66 月月 移植希望者登録、申請 123 名、NW 登録

56 名。膵臓移植中央調整委員会の HP を開設予

定。各関係学会にリンクする。移植医異動あり、

移植施設の変更要。海外での邦人膵腎同時移植は

ほとんどいない。 
  

・・平平成成 1144（（22000022））年年  
33 月月 1155 日日 第 11 回：石橋委員長の司会で開会。

2 例目から 8 例目までの新規症例の検討と移植膵

病理を山口裕助教授（東京慈恵会医科大学柏病

院）の参加のもと討議。 
66 月月 2244 日日 第 12 回：中央調整委員会の金澤康

徳委員長から膵臓移植登録申請及び登録状況、登
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録数を伸ばすためレシピエントの体験談を糖尿

病患者会に伝えることを企画中。膵臓移植中央調

整委員会のHPに成績を載せ普及することの提案

と討議。 
  

・・平平成成 1155（（22000033））年年  
22 月月 最近の移植例 10 例が報告された。1 例が

膵静脈血栓症、9 例は生着し機能も良い。胃十二

指腸動脈を保存したことが生着に効果。腎は全例

生着。中央調整委員会の HP、ロゴ決定。移植医

の異動により移植手術が困難な施設への辞退勧

告と、新施設の認定作業。 
 

・・平平成成 1155（（22000033））年年  
33 月月 1144 日日 第 13 回：9 例目と 10 例目の新規例、

1 例目から 8 例目の経過、医学的理由で膵グラフ

トが使用されなかった症例報告の検討。中央調整

委員会の金澤委員長から NW への登録状況と日

本の成績をまとめて発表することを提案。 
  

・・平平成成 1166（（22000044））年年  
33 月月 前回から平成 16 年 2 月までの移植症例 5
例について詳細な検討。 
  
99 月月 移植希望者 NW への登録の状態、および

移植例の経過の報告があった。 
  

・・平平成成 1166（（22000044））年年  
33 月月 2266 日日 第 14 回：2003 年 4 月から 2004 年

2月までに実施された 11例目から 15例目の新規

症例と1例目から10例目までの経過観察の報告。 
99 月月 1166 日日 第 15 回：2004 年 4 月から 2004 年

8月までに実施された16例目と17例目の新規症

例と 1 例目から 15 例目までの経過観察の報告。

中央調整委員会の金澤委員長より 109 件の NW
への登録完了報告。 
  

・・平平成成 1177（（22000055））年年  
33 月月 20 例の既移植者の経過説明。技術的要因

による機能廃絶：欧米は 10～20％、わが国は 0％
と報告。間もなく膵臓移植も健康保険給付を受け

られる可能性がある。 
  
1100 月月 NW 登録に要する時間的問題なし。平均

待機期間が 904 日は問題である。臓器移植法改正

法案の国会での動きの報告あり。実務者委員会の

幹事委員の増員：古川（北海道大学）、斎藤（福島

医科大学）、剣持（千葉東病院）の 3 名が推薦。 
  

・・平平成成 1177（（22000055））年年  
33 月月 1188 日日 第 16 回：2004 年 7 月から 2005 年

3月までに実施された17例目から20例目の新規

症例と 1 例目から 16 例目までの follow-up 報告。

膵臓摘出を見送った 2 件のドナー報告。金澤委員

長より 147 件のNW への登録完了報告。 
1100 月月 2288 日日 第 17 回：2005 年 4 月から 2005 年

9 月までに実施された心停止ドナーからの 21 例

目と 22 例目の新規症例と 1 例目から 20 例目ま

での follow-up 報告。心停止下の膵臓移植ドナー

の適応基準の見直しの討議。金澤委員長が新幹事

3 名を紹介し、7 名による当番幹事制でいく。 
  

・・平平成成 1188（（22000066））年年  
33 月月 登録の現状および移植手術の結果の報告。

移植医の転出により 3 施設から公式に辞退あり。

移植施設の募集を行う。9 月移植施設申請を締め

切り、申請 8 施設につき分析、検討。施設、移植

・・平平成成 1188（（22000066））年年  
33 月月 1177 日日 第 18 回：2005 年 10 月から 2006 年

3月までに実施された23例目と24例目の新規症

例検討。1 例目から 22 例目までの follow-up 報

告。心停止における膵臓移植ドナーの適応基準の
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医とその支援体制（特に糖尿病の専門医、免疫学

のエキスパート等の充実度）、地域性（人口や他

の膵移植施設との距離）など条件に合致する 4 施

設を合同委員会に推薦。 
  

見直しを WG の報告と討議。小腸移植施設の医

師と膵臓移植実務者委員会幹事と小腸と膵臓の

同時摘出方法について意見交換を行う。金澤委員

長から移植医の転出により 3 施設が辞退し移植

施設の募集を行うとの説明報告。 
99 月月 77 日日 第 19 回：2006 年 3 月から 2006 年 9
月までの新規症例、25 例目から 29 例目の 5 例を

新規症例検討。1 例目から 24 例目までの follow-
up 報告。心停止ドナー見直し基準、膵・小腸グラ

フト同時摘出について、新規症例の集計登録の初

回レポートについて報告と討議。金澤委員長から

4 施設を新規に合同委員会に推薦することの報

告。 
  

・・平平成成 1199（（22000077））年年  
33 月月 移植の国際レジストリーに日本の膵臓移

植データが無いと出月委員の発言。石橋委員より

本年 9 月 IPITA の会議にまとめたデータを報告

し、11 月にミネアポリスの国際膵移植レジスト

リーへ日本の移植成果を登録の予定。 
55 月月 移植関係学会合同委員会（高久史麿日本医

学会長）膵臓移植施設の辞退 3 件、新移植施設の

認定依頼 4 件が了承。本年 11 月に移植関係学会

合同委員会の報告。日本糖尿病学会より岩本安彦

教授が承認。石橋委員が今年の IPITA Congress
でデータを発表した。11 月に伊藤壽記委員がミ

ネアポリスで日本の膵臓移植の記録を国際膵臓

移植 Registry Committee に手渡す。今後、各症

例の詳細発表は手術実施施設で積極的に行う。 
  

・・平平成成 1199（（22000077））年年  
33 月月 3300 日日 第 20 回：2006 年 9 月から 2007 年

3 月の移植 30 例目から 34 例目の新規症例。1 例

目から 29 例目の follow-up 報告。心停止ドナー

見直し基準、34 例目膵・小腸グラフト同時摘出症

例、摘出チームに参加した医師への療養費請求、

膵臓移植登録集計の結果を国際学会で発表する

ことの確認。金澤委員長からの登録状況のご報

告。 
1111 月月 2222 日日 第 21 回：2007 年 4 月から 2007 年

10 月までに実施の 36 例目から 44 例目新規症例

の検討。心停止ドナー見直し基準。金澤委員長か

らの膵臓移植 4 施設追加報告。 
  

・・平平成成 2200（（22000088））年年  
33 月月 新規施設での登録状況。日本のデータの国

際的な発表を行う組織を作ったことを報告。3 施

設から膵臓移植施設の申請、検討し、次回の中央

調整委員会で決定。吉川委員退任。実施要綱 2009
年版の作成アンケートを中央調整委員・実務者委

員に依頼、伊藤壽記先生を中心に石橋道男、古川

博之、杉谷 篤の諸先生に改訂作業を依頼し作業

中。9 月膵臓移植に関する実施要綱の大幅な改訂

中。新たな膵臓移植施設認定希望が 3 施設からあ

り。2 施設が了承され合同委員会に付託する。現

・・平平成成 2200（（22000088））年年  
33 月月 77 日日 第 22 回：2007 年 11 月から 2008 年

3 月までに新規症例の実施例なし。耐糖能異常を

有する膵臓移植ドナー適応について討議。1 例目

から 44 例目までの follow-up 報告。金澤委員長

から登録状況と実施要綱 2009 年版の出版に向

け、改訂作業中の報告。 
99 月月 1199 日日 第 23 回：2008 年 3 月から 2008 年

9月までに実施された45例目から53例目の新規

症例検討。金澤委員長から登録状況と実施要綱

2009 年版の改訂作業中の報告。 
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状の例数ではオールジャパンシステムは情報開

示、透明性の点で理想的である。唯一問題は少数

のエキスパート達の負担が大であると指摘。 
  

  

・・平平成成 2211（（22000099））年年  
22 月月 膵臓移植例 59 例、待機中死亡が 22 件。膵

臓移植施設の追加認定は厚生労働省担当者に移

植関係学会合同委員会の開催を依頼中。膵臓移植

の実施要綱の改訂版を大阪大学の伊藤先生を中

心に実務者委員会が作成、その原稿を配布し意見

を求めた。実務者委員会の活動の問題点、膵臓移

植の成果を発表したが、今後成果の発表には内科

の協力を得て多面的な報告が出来るようにする。 
 
 
 
 
 
 
99 月月 移植関係合同委員会にて、中央調整委員会

から提出された 2 施設につき、膵臓移植施設が認

められた。 
  

・・平平成成 2211（（22000099））年年  
22 月月 2277 日日 出席者 37 名。2008 年 10 月から

2009 年 2 月 26 日までに実施された 54 例目から

59 例目までの新規症例の検討。肝臓チームとの

打ち合わせが必要な提供例あり。52 例目広島大

学の移植膵喪失例の追加提示。follow-up 症例に

問題なし。膵臓移植実務者委員会の幹事による移

植手術支援体制について手術参加希望のアンケ

ートを行い対策の検討。寺岡先生から膵臓摘出の

標準化マニュアルを作成するよう意見あり。「膵

臓移植に関する実施要綱」の改定作業の参考とな

る。IPITA2009 への発表を行う。配分ルールの確

認、膵臓を医学的理由で移植されなかった場合、

腎臓が膵腎移植患者にいくことに不公平はない

か、NW に再確認することになった。 
99 月月 1166 日日 新規症例はなかった。臓器移植法の

改正による移植症例の増加を見込んで実務体制

を検討するためのワーキンググループが発足。生

体膵臓移植の適応基準ガイドライン（案）につい

ての報告。脳死・心停止の適応基準ガイドライン

の作成経過についての報告。異種移植についての

国際的なルール作りが進行中であり（背景として

ロシアなどでのブタ膵島異種移植のルール無し

での実施）、日本においても今後の規制整備が必

要との提言。 
  

・・平平成成 2222（（22001100））年年  
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 374 件、登録 282 件、死体膵移

植 64 件、生体膵移植 3 件、待機中死亡 28
件）。膵臓移植支援体制のシステム変更を実務者

委員会で検討していることと、膵臓移植に関す

る実施要綱の改訂を行っていることが報告さ

れ、レシピエントの適応評価における悪性腫瘍

治療後の適応基準についての議論がなされた。 
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 399 件）。実施要綱の改訂がほぼ

・・平平成成 2222（（22001100））年年  
33 月月 1122 日日 5 例の新規症例の検討。膵臓移植の

実施要綱の改訂の説明と議論。幹事体制の変更に

ついての説明。心停止ドナーのガイドラインにつ

いて今後再検討が必要であることの説明。生体膵

臓移植の適応基準ガイドライン（案）の作成状況

が報告され、最終案として承認された。分離膵島

の研究転用の体制構築の必要性が提案された。 
  
1100 月月 2200 日日 12 例の新規症例の検討。膵臓移植

支援体制を考えるワーキンググループにおいて
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終了し今後印刷に進むとの報告。膵臓移植の実

務者委員会が組織替えをして、各施設で実務者

委員を 2 名にするとの報告。移植関係学会合同

委員会で、2 施設につき、膵臓移植施設が認め

られた。 
  

新しい支援体制がうまく機能していることが報

告された。生体膵臓移植の適応基準ガイドライ

ンの完成が報告。臓器移植法改正後の臓器配分

に関する問題点が提示され、議論された。 
  

・・平平成成 2233（（22001111））年年  
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 427 件、登録 345 件、死体膵移

植 94 件、生体膵移植 5 件、待機中死亡 32
件）。改訂中であった実施要綱（第三版）が印刷

中で（1000 冊予定）、今回から実施要綱を中央

調整委員会の HP にアップロードして必要に応

じてダウンロードできるようにするとの報告。

金澤委員長から、膵臓移植への内科のコミット

メントのために膵臓移植後のフォローアップを

糖尿病専門医が行うネットワークを作るように

糖尿病学会に働きかけていることと、中央調整

委員会の事務量が増加してきたことから中央調

整委員会の事務局を日本糖尿病財団から日本糖

尿病学会の事務局に移す予定であるとの報告が

なされた。 
  
  
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 462 件、登録 368 件、移植 114
件、生体膵移植 5 件、待機中死亡 34 件）。膵臓

移植施設申請が 1 件あったが、新たに膵臓移植

の施設条件を見直す委員会をつくり実施施設に

ついて今後のあるべき姿を含め条件をもう一度

見直すことが提案された。 
  

・・平平成成 2233（（22001111））年年  
33 月月 44 日日 脳死移植法改正後、22 例の膵臓移植

が実施され、そのうちの 15 例の経過が報告。こ

のうち 2 例がグラフト摘出、1 例が死亡。移植

症例数は増えているが移植待機期間は依然とし

て長く、合併症を有する例も多いため、術中術

後管理が困難である状況が続いている。症例数

の増加に伴い腎移植の待機患者との臓器配分ル

ール、および膵島移植の患者との臓器配分棲み

分けの問題について膵臓移植基準作成ワーキン

ググループで検討。脳死・心停止膵臓移植基準

作成ワーキンググループから、脳死下の臓器提

供の比率が増加しているのに伴い、膵島移植や

腎移植への配分増加を見据えて、脳死からの膵

臓移植ドナーの条件の変更について検討を進め

るべきとの意見。小児膵臓移植レシピエント・

ドナーの問題を検討し、適応基準の作成にとり

かかるべくワーキンググループが作られた。 
1100 月月 44 日日 19 例の新規症例の検討。膵腎同時

移植と献腎移植（腎単独移植）の臓器配分ルー

ルの協議事項が説明され、今後作業班で討議し

決定するとの説明。膵臓移植に用いられなかっ

た膵臓の膵島移植への転用について、現行ルー

ルの改善の必要性が挙げられた。 
  

・・平平成成 2244（（22001122））年年 

33 月月 本年 1 月 1 日に死去の出月康夫委員の中

央調整委員会におけるご貢献に対し起立黙祷。

累計の申請・登録・移植・待機患者の件数の報

告（申請 484 件、登録 388 件、死体膵移植 125
件、生体膵移植 5 件、待機中死亡 35 件）。中央

調整委員会の新委員として剣持 敬（千葉東病

院）、両角國男（名古屋第二赤十字病院）を承

・・平平成成 2244（（22001122））年年  
33 月月 99 日日 11 例の膵腎同時移植新規症例の検

討。脳死から提供された膵臓の膵島移植への利

用について、厚生労働省より、膵臓移植と膵島

移植の両方について家族の承諾を得た場合に

は、膵臓は、膵臓移植に使用されない場合に限

り、膵島移植の為に用いることができ、またい

ったん膵臓移植の目的で摘出した膵臓であって

も、結果的に膵臓移植に使用されなかったもの
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認。最近の膵臓移植実施施設間の活動格差が大

きいことなどから、膵臓移植実施施設認定委員

会（後藤満一委員長）を立ち上げ、施設認定に

関する検討を進めることが承認。 
99 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 512 件、登録済待機数 203 件、

死体膵移植 134 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 37 件）。奈良県立医科大学の膵臓移植実施施

設の取り下げが承認された（実務者医員や教授

の定年退職のため）。膵臓移植実施施設認定の申

請が 1 件あったが、バックアップ体制が弱いと

いう理由のため認定せず。事務量の増加とスペ

ース不足のため中央調整委員会の事務局を来年

度から日本糖尿病学会事務局の中に移すことが

報告。脇 嘉代（東京大学糖尿病代謝内科）が

事務局を担当。 
  

についても、膵島移植に使用する事が出来ると

の見解を頂いたとの報告。 
  
  
99 月月 2200 日日 今回より膵臓移植実務者委員会が、

日本膵・膵島移植研究会ワーキンググループと合

同で実施される。9 例の新規症例の検討。膵臓移

植施設認定施設更新制度の導入案が提示。基本的

に賛同が得られたが、基準を満たさない場合の猶

予条件について検討した上で進める方針となっ

た。膵臓移植レシピエント選択基準の見直しにつ

いて、改正案が承認。膵臓移植のドナー適応基準

（BMI と年齢に基づく基準）の件は、問題点と方

向性をまとめ、再度アンケート調査を行う。  

・・平平成成 2255（（22001133））年年  
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 539 件、登録済待機数 202 件、

死体膵移植 152 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 38 件）。金澤委員長及び谷口委員の退任に伴

い、後任の委員に稲垣暢也（京都大学）と粟田

卓也（埼玉医科大学）、新委員長に岩本委員が推

薦され、承認。一度認定を受けても移植医の異

動等により移植の実施が不可能になっている移

植実施施設があるため、移植の実施状況の調査

および膵臓移植実施認定施設更新基準（案）の

作成を進めていることの報告。レシピエントの

移植適応基準に関して、内因性インスリン分泌

能の枯渇を裏付けるデータとしての血清 C ペプ

チド濃度の測定値がブロックごとに基準が異な

るのではないかとの指摘があり、調査の上で再

検討となった。 
88 月月 レシピエントの移植適応基準に関して、

過去の申請書の血清 C ペプチド濃度のデータを

まとめたところ、膵臓移植に関する実施要綱

（2010 年 12 月改訂）に記載の「0.5 ng/ml 以
下」より高値であっても「適応有り」と判定さ

れている症例が 21 例あった。 
公平性を保つためにも、改めて内因性インスリ

・・平平成成 2255（（22001133））年年  
33 月月 11 日日 17 例の新規症例の検討。膵臓移植実

施認定施設更新基準（案）が概ね了承。約 3～4
割の脳死ドナーからの膵臓が膵臓移植に使用さ

れていないが、高齢・肥満など膵島移植への使

用が可能であるケースも多い。しかし、現在の

膵臓斡旋では意思確認を、候補者リスト上かな

り下位の候補者まであたるため、現実的に膵島

移植への斡旋ができていない。そのため、膵島

移植への斡旋を促進するため、メディカルコン

サルタント（MC）を置き、高齢・肥満などの場

合に JOT から MC へコンサルテーションするこ

とと定められた。 
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ン分泌能の枯渇に関する基準を本委員会で定

め、地域適応検討委員会にその基準を徹底させ

る必要があるとの意見が複数の委員から出され

た。次回の委員会では、ブロック毎に基準が異

なっていないか、どのような症例で血清 C ペプ

チド濃度が高値であっても移植適応が認められ

たのか等について、検証することとした。ま

た、腎不全症例では血清 C ペプチド濃度が高値

になるため、基準を見直す必要性を検討するこ

ととした。実務者委員会で確定した膵臓移植実

施認定施設更新基準の提出を各移植実施施設に

求めていたが、書類不備などのため、次回の委

員会で最終判断を行うこととした。 
99 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 553 件、登録済待機数 197 件、

死体膵移植 165 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 40 件）。申請時の血清 C ペプチド濃度に関し

て、地域別の地域適応検討委員会の最終的な判

定の集計結果ならびに病歴の詳細が事務局より

報告され、地域適応検討委員会間で異なる基準

の下に判定が行われている可能性が指摘され

た。今後、適応基準の一つである「血糖値の不

安定性」も含めて、日本糖尿病学会内の膵臓移

植に関する常置委員会においても検討し、案を

出すこととした。膵臓移植実施認定の全 17 施設

から提出された施設認定更新に関する書類を審

議し、全 17 施設の更新を認めることとした。膵

臓移植の申請件数が増加することが予想され、

申請の手続きを簡便化（デジタル化、システム

化）してほしいという要望が出され、検討を始

めることとした。また、申請書類のデータベー

ス化の意見が出た。 
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
99 月月 55 日日 17 施設の膵臓移植施設更新が認めら

れたと、中央調整委員会から報告された。19 例

の新規症例の検討。膵臓移植メディカルコンサ

ルタント（MC）体制が構築され、これまでの 2
例のコンサルト事例の報告がなされた。脳死下

膵島提供のフローの変更が行われ、MC でも判

断が迷う様な症例の際に、膵臓移植の承諾に加

え、膵島移植の承諾（いわゆるダブル承諾）も

可とするフローとした。 
  

・・平平成成 2266（（22001144））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 595 件、登録済待機数 184 件、

死体膵移植 185 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 42 件）。膵臓移植地域適応検討委員会の委員

に関し、日本糖尿病学会、日本腎臓学会の両学

会に依頼し、各地域ブロックに 1 学会 2 名ずつ

選出頂き、新委員が決定した。本委員会で既に

・・平平成成 2266（（22001144））年年 
33 月月 77 日日 18 例の新規症例の検討。MC 体制は

機能しており、MC が対応した症例から脳死か

らの膵島移植が 2 例実施されたことが報告され

た。「膵臓移植後の１型糖尿病再発に関する研

究」の実施が日本膵・膵島移植研究会での多施

設共同研究として企画・提案された。膵臓移植

にも一時的に感染症等で移植を受けられないと
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承認されていた奈良県立医科大学の膵臓移植実

施施設の取り下げが移植関係学会合同委員会で

承認。前回の中央調整委員会で承認した 17 の膵

臓移植実施施設に認定書を送付した 
（認定期間は平成 25 年 9 月 1 月から 3 年間）。

レシピエントの移植適応基準の「内因性インス

リン分泌能廃絶の証明」に関して、日本糖尿病

学会の膵・膵島移植に関する常置委員会から提

案された基準改正案を採用する方向になった。

変更された基準値を、地域適応検討委員会の委

員に説明・周知ののちに、正式に採用とする。 

99 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件数

の報告（申請 613 件、登録済待機数 194 件、死体

膵移植 198 件、生体膵移植 5 件、待機中死亡 45
件）。日本膵・膵島移植研究会の会長が交替した

ことを受けて、伊藤壽記会長が中央調整委員会の

委員に加わった。前回の委員会で提示された膵臓

移植レシピエント適応評価の基準改正案につい

て、地域適応検討委員会の委員も交えて検討した

修正案が提示され、一部修正の上で最終案として

承認。移植関係学会合同委員会から、一定基準を

満たした認定施設で臓器移植の適応判定を行う

方向で仕組みの見直しを行うよう要請があった

が、膵臓移植においては、全国の膵臓移植適応判

定委員会が適切に機能していることなどから、仕

組みを見直す方向で考える必要はないのではな

いかとの結論となった。 
  

きなどに適用される待機保留制度を検討しては

どうか、との提案があった。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
99 月月 1100 日日 14 例の新規症例の検討。MC 体制

は機能しており、60 歳以上などのマージナルド

ナーの場合や、BMI≧30 の肥満の場合は MC の

3 名が連絡を受け、膵臓移植を行うかあるいは

中止をするかということを決定している。肝臓

移植では登録患者の一時的保留制度（inactive
制度）が認められており、膵臓移植でも同様に

行いたいとの説明がなされ、この方向で調整を

行うことで一致した。 
  

・・平平成成 2277（（22001155））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 640 件、登録済待機数 204 件、

死体膵移植 211 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 48 件）。前回の委員会で承認の膵臓移植レシ

ピエント適応評価基準の改正について、移植関

係学会合同委員会を始め、日本臓器移植ネット

ワーク、関係学会、膵臓移植適応検討委員会、

膵臓移植実務者委員会に報告し、また関係学会

の HP にて公表したことを説明。 
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 674 件、登録済待機数 205 件、

・・平平成成 2277（（22001155））年年 
33 月月 66 日日 18 例の新規症例の検討。臓器移植法

の改正以降、小児ドナーからの膵臓提供が少な

いが見受けられるが、小児ドナーからの膵臓提

供の条件についての基準案を決めるか否かにつ

いての協議がなされた。結論として、小さい膵

臓グラフトでも十分に機能する場合もあり、改

めて協議のうえで決定することとなった。「膵臓

移植後の１型糖尿病再発に関する研究」の進捗

状況の報告があった。 
1100 月月 11 日日 16 例の新規症例の検討。小児ドナ

ー（低体重ドナー）からの膵臓提供の条件につ
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死体膵移植 228 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 50 件）。膵臓移植施設申請 1 件を審議し、評

価「保留」。膵臓移植適応判定申請書に記載する

「血糖の不安定性」について、客観的基準を設

けることが必要ではないかとの意見が出され、

日本糖尿病学会「膵・膵島移植に関する常置委

員会」で検討を行うこととした。 
  

いて各施設へのアンケート調査を実施したが、

結果はバラバラであり、現時点で基準を決める

のは困難との結論に至った。申請基準のひとつ

である「無自覚低血糖」の定義を最近の血糖測

定の診断技術に照らし合わせて対応していただ

けないかとの提案があり、膵臓移植については

実施要綱のリニューアルにあわせて見直しを検

討する予定と回答。 
  

・・平平成成 2288（（22001166））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 692 件、登録済待機数 203 件、

死体膵移植 245 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 50 件）。膵臓移植施設申請 1 件の再審議を行

い、評価「可」。膵臓移植レシピエント適応基準

の中の無自覚低血糖の基準について日本糖尿病

学会「膵・膵島移植に関する常置委員会」にお

いて検討された結果が報告された。申請時に

CGM（持続血糖モニター）のデータ添付が良い

のではないかなどとの内容であったが、検討を

継続することとなった。膵臓移植実施施設の更

新手続きについての説明があり、各施設から提

出された膵臓移植実施認定更新申請書の持ち回

り審議を行い、認定更新証を作成することとな

った。膵臓移植実施施設代表者交代に際して、

患者さんへの不利益が発生しないよう、本委員

会事務局から定期的に問い合わせを行うことと

した。 
99 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件数

の報告（申請 722 件、登録済待機数 201 件、死体

膵移植 269 件、生体膵移植 5 件、待機中死亡 51
件）。膵臓移植実施施設新規認定 1 件（長崎大学）

が移植関係学会合同委員会で承認と報告。移植登

録者の待機（inactive）制度につき提案があり、

厚生労働省と相談の上、進めていくことで合意。

膵臓移植レシピエント適応基準における血糖の

不安定性を評価するためにCGMデータを申請時

の必須項目とするか否かについて、採用するのが

適当であることが改めて確認され、実施要綱なら

びに適応判定申請書を改訂することとした。ま

た、適応判定申請書の「血糖管理の不安定性の評

・・平平成成 2288（（22001166））年年 
33 月月 44 日日 16 例の新規症例の検討。事務局よ

り、全国膵移植 246 例の成績について（2015 年

度 12 月末まで）、術後 5 年生着率は全例で

73.9％、SPK で 81.9％、PAK/PTA で 36.1%で

あり、PAK/PTA では有意に SPK に比して成績

は不良であることが報告された。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
99 月月 2299 日日 24 例の新規症例の検討。膵臓移植

症例登録における HbA1c のデータについて、

JDS 値（国内基準）かNGSP 値（国際基準）か

が不明であり、問い合わせを行っていくことが

報告された。膵臓移植実施施設認定の更新基準

を満たさない施設がいくつかあり、基準の見直

しを早急に行っていくこと、また更新年限が変

更され 5 年ごとの更新になることが報告され

た。膵臓移植実施施設認定 18 施設目として長崎

大学が認定されたことが報告された。 
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価」については、膵臓単独移植の対象者のみ記載

の必要がある旨を明記することで合意した。膵臓

移植実施施設の更新手続きについて、持ち回り審

議の結果が説明されたが、基準を満たさない施設

が存在している状況を受けて、患者の不利益につ

ながることが懸念されるため、基準自体を見直す

必要があるのではないかとの提案があり、実務者

委員会で新基準の素案を作成することが決定。日

本臓器移植ネットワークより、レシピエント登録

システム変更に関する問い合わせが電話であっ

たが、文書で再度問い合わせしてもらうように返

答することとなった。 
  
・・平平成成 2299（（22001177））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 749 件、登録済待機数 203 件、

死体膵移植 285 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 54 件）。適応判定申請書について、3 点につ

き改訂の提案があり、各々について文言の追加

あるいは変更を行うことで合意した。膵臓移植

実施施設更新認定について、実務者委員会で策

定した新更新基準案について説明され、昨年に

新規認定された長崎大学を含めた全 18 施設につ

き更新が承認された（認定期間は 2017 年 4 月 1
日から 5 年間）。膵臓移植施設申請 1 件につい

て、提出された仮資料を確認しているとの報

告。 
99 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 782 件、登録済待機数 215 件、

死体膵移植 302 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 56 件）。膵臓移植登録者の待機（inactive 制

度）について、日本膵・膵島移植研究会から厚

生労働省に要望書を提出しているとの報告。 
  

・・平平成成 2299（（22001177））年年 
33 月月 1100 日日 19 例の新規症例の検討。3 年から 5
年毎の更新となること、施設が満たすべき条件

について説明があり、全国 18 施設が 2017 年 4
月 1 日より更新されることとなった。研究会の

登録データの HbA1c について、JDS 基準のも

のは変換式によりすべてNGSP 値に変換された

ことが報告された。 
  
  
  
  
  
  
99 月月 77 日日 16 例の新規症例の検討。研究会登録

データの使用規定について説明があった。論文

化・学会発表の際に必要となる「各施設のデー

タ管理状況をまとめた資料」を、日本膵・膵島

移植研究会にて管理することが提案された。ま

た、著者の記述についての規定は、「多施設共同

研究では、各施設の実務者委員の名前、単施設

研究では研究会会長の名前と謝辞、各施設の実

務者委員の名前を入れる」ことが決定した。多

施設共同研究「膵臓移植後の１型糖尿病再発に

関する研究」の進捗状況について、現在までに

10 施設から 130 例の検体提出があったと報告さ

れた。 
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・・平平成成 3300（（22001188））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 813 件、登録済待機数 205 件、

死体膵移植 314 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 57 件）。膵臓移植施設申請 1 件について、各

委員の意見を受けて提出された修正版の申請書

を審議したが、細かい指摘が多数され、申請者

の対応後に承認する方向となった。レシピエン

ト登録の流れの中で、適応判定後、移植施設の

意見書と移植手術承諾書の提出を受けて中央調

整委員会がNW 登録用紙・振込用紙を移植施設

に送っているステップが簡略化できないかと提

案があり議論されたが、他臓器と異なり膵臓移

植に関しては適応判定申請施設と移植施設が異

なるケースも多いため、簡略化による問題が生

じないかなど、継続審議となった。日本臓器移

植ネットワークの情報提供指針が変更になり、

具体的には患者個々人のネットワーク登録状

況、ネットワーク ID、各種転帰（移植実施、死

亡、取消）に関する情報が提供されなくなった

ことを報告。中央調整委員会としてこれまで通

り情報を保持しておく必要があることが確認さ

れ、今後は移植施設が情報を得た時点で中央調

整委員会に報告する流れを作ることが決定。中

央調整委員会で整備しているレシピエントデー

タベースを活用して、膵臓移植待機中の死亡患

者に関して行った解析の結果が発表され、今後

もこのような有益な解析ができるよう、各患者

の転帰までの情報をこれまで通り中央調整委員

会で保持しておく必要があることを確認。 
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 849 件、登録済待機数 212 件、

死体膵移植 327 件、生体膵移植 5 件、待機中死

亡 59 件）。「膵臓移植における待機 inactive 制

度の導入、小児優先斡旋、リンパ球クロスマッ

チ」について、膵・膵島移植に関する常置委員

会と日本膵・膵島移植研究会の合同委員会にて

審議した検討事項を報告し、本件に係る経緯を

説明（委員会の検討結果は厚生労働省に報告済

み）。膵臓移植実施施設の取下要望が国立病院機

構千葉東病院から本委員会に提出され、移植関

・・平平成成 3300（（22001188））年年 
33 月月 22 日日 24 例の新規症例の検討。1 回目の脳

死判定後、ドナー情報の第一報が連絡されるよ

う、早期化が実現した。意思確認の早期化では

ないため、意思確認のタイミング・方法は、各

施設で工夫するよう告げられた。多施設共同研

究「膵臓移植後の１型糖尿病再発に関する研

究」の進捗状況について、現在までに 140 例が

登録されていることが報告された。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1100 月月 22 日日 15 例の新規症例の検討。膵臓摘出

チームの器材運搬量の軽減を図るため、肝移植

断念の際の肝臓摘出チームの開腹手術機材の借

用について、日本膵・膵島移植研究会より肝移

植研究会へ要望書を提出した。多施設共同研究

「膵臓移植後の１型糖尿病再発に関する研究」

の進捗状況について、現在までに 148 例が登録

されていることが報告された。日本糖尿病学会

「膵・膵島移植に関する常置委員会」、日本膵・

膵島移植研究会の合同会議において討議、決定

された事項（下記 1～3）について、厚生労働省
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係学会合同委員会より承認されたとの報告。膵

臓移植実施施設新規認定 1 件（埼玉医科大学総

合医療センター）が移植関係学会合同委員会で

承認と報告。日本臓器移植ネットワークの情報

提供指針変更に伴うデータ管理について、ネッ

トワーク ID および登録完了日、各種転帰（移植

実施（生体膵・死体膵）、死亡、取消など）報告

用の各種書式案を事務局が提示。移植施設から

中央調整委員会事務局への報告時には、個人情

報漏洩に十分配慮の上で（パスワードは使い回

さないなど）、メールによるデータ送付の導入が

承認された。他方、本委員会がこれまで取り組

んできたデータベース構築の意義を踏まえ、臓

器移植ネットワークに対して従来通り情報提供

を改めて要望することとなった。 
  

へ報告がなされた。 
1）膵臓移植において待機 inactive 制度を導入す

る。 
2）膵臓移植において小児優先斡旋を実施する。 
3）リンパ球クロスマッチは現行通り、腎臓に即

して膵臓も実施する。  

・・平平成成 3311（（22001199））年年 
33 月月 昨年 10 月 12 日に死去の金澤康徳先生の

中央調整委員会におけるご貢献に対し起立黙

祷。累計の申請・登録・移植・待機患者の件数

の報告（申請 871 件、登録済待機数 212 件、死

体膵移植 348 件、生体膵移植 5 件、待機中死亡

62 件）。地域検討委員会による審査について、

審査日数に最大 2 ヵ月程度の差があり一部の申

請者から事務局に審査結果の督促があったこと

について討議され、審査依頼の際に実施要綱に

従い「（書類受理後）原則として 3 ヵ月以内に地

域適応検討委員会を開催」としていたのを「1
ヵ月以内」に改訂し、地域検討委員のモチベー

ション維持のため、申請・登録・移植・待機 
患者の件数のフローシートを各ブロック委員長

に送付することとした。日本臓器移植ネットワ

ーク（NW）による匿名加工データ提供が有償

化された件について討議され、NW のみが管理

するNW 登録後の転帰内容や各種データには欠

損が多いこと（約 1 割と推定）やデータの不

備、誤入力等の問題点が懸念されることから、

まずは当事務局と日本膵・膵島移植研究会の症

例登録委員会が連携してNW 登録後のデータの

フォローアップを行うことや、データ入力・送

付および管理等に関わる移植施設ならびに事務

・・平平成成 3311（（22001199））年年 
33 月月 88 日日 19 例の新規症例の検討。多施設共同

研究「膵臓移植後の１型糖尿病再発に関する研

究」の進捗状況について、現在までに 151 例が

登録され、研究開始より２年半経過し１型糖尿

病再発例はないが今後も慎重に観察していくと

の報告。臓器摘出合同シミュレーションの事務

局が 2019 年度より長崎大学江口先生の教室へ移

転することの報告。 
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局の負担を軽減するため Web 登録が提案された

が、いずれも継続審議となった。今回の委員会

をもって岩本委員長が委員長を粟田委員に交代

し、岩本委員長は委員として今後も本委員会に

参加することが承認。 
1100 月月（（令令和和元元年年）） 累計の申請・登録・移

植・待機患者の件数の報告（申請 897 件、登録

済待機数 211 件、死体膵移植 370 件、生体膵移

植 4 件、待機中死亡 62 件）。近畿ブロック適応

判定委員会から寄せられた問い合わせ（潜在性

結核の症例）について討議し、本委員会の回答

としては、「今回は適応「保留」とし、結核治療

後(6 ヶ月後) に再申請する」とした。実施要綱

の改訂について各章について執筆担当者かが改

訂箇所を説明し、年明けには本委員会の HP 上

で公開の予定とした。 
  

  
  
  
  
  
1100 月月 1100 日日 25 例の新規症例の検討。日本消化

器外科学会の専門医修練カリキュラムの術式と

して膵臓移植が入っていなかったため、研究会

より要望を提出しカリキュラムに組み込んでい

ただいたとの報告。  
  

・・令令和和 22（（22002200））年年 
33 月月 新型コロナ感染症の拡大により急遽中止

（2 月 25 日に厚生労働省大臣による新型コロナ

ウィルス感染症の拡大防止への対策基本方針の

発表）。 
1100 月月（（WWeebb 会会議議）） 累計の申請・登録・移植・

待機患者の件数の報告（申請 958 件、登録済待機

数 198 件、死体膵移植 402 件、生体膵移植 4 件、

待機中死亡 63 件、取消 95 件）。英文誌「Global 
Health & Medicine」に日本の膵臓移植症例に関

する総説「Pancreas transplantation for type 1 
diabetes in Japan: past, present and future 
prospects」が、2020 年 12 月に収載予定（粟田

委員、剣持委員が著者）であることが報告。2019
年 9 月から改訂作業を開始し 2020 年 3 月に完成

した実施要綱改訂版（第四版）を移植関連各所お

よび日本糖尿病学会学術評議員に配布し HP に
も公開したことの報告。岩本委員の退任に伴い、

事務局の脇先生が新任委員となり事務局業務も

兼任する。 
  

・・令令和和 22（（22002200））年年 
33 月月 66 日日 新型コロナ感染症の拡大により急遽

中止。 

 

 

1100 月月 2244 日日（（WWeebb 会会議議）） 25 例の新規症例の

検討。膵臓移植・膵島移植ワーキンググループ

から、2000 年 4 月から保険収載された同種死体

膵島移植の概要、施設要件などが報告された。 
  

・・令令和和 33（（22002211））年年 
33 月月（（WWeebb 会会議議）） 累計の申請・登録・移植・

待機患者の件数の報告（申請 971 件、登録済待

・・令令和和 33（（22002211））年年 
33 月月 1111 日日（（WWeebb 会会議議）） 6 例の新規症例の検

討。「新型コロナウィルス感染症流行時に移植実
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機数 197 件、死体膵移植 415 件、生体膵移植 4
件、待機中死亡 68 件、取消 96 件）。3 件の新規

移植実施施設の申請について討議された。①琉

球大学：評価「保留」とし、委員からの意見を

琉球大学に回答。再提出された申請書を事務局

で確認の上で承認手続きとする。②筑波大学：

評価「保留」とし、委員からの意見を筑波大学

に回答。再提出された申請書について、次回委

員会で再評価を行う。③自治医科大学：評価

「保留」とし、委員からの意見を自治医科大学

に回答。再提出された申請書について、次回委

員会で再評価を行う。なお、今回の新規申請で

は、移植件数が少ない栃木県で 2 つ目の実施施

設ができることで各施設の移植件数が減少する

などの地域性の問題が浮き彫りとなり、今後の

検討課題となった。 
 
 
 
 
1122 月月（（WWeebb 会会議議）） 累計の申請・登録・移植・

待機患者の件数の報告（申請 996 件、登録済待機

数 201 件、死体膵移植 430 件、生体膵移植 4 件、

待機中死亡 72 件、取消 105 件）。3 件の新規移植

実施施設の申請について討議された。①琉球大学

病院：移植関係学会合同委員会で認定された。②

筑波大学病院：評価「保留」とし、委員からの意

見を筑波大学に回答。再提出された申請書を事務

局あるいは意見を出された委員に確認の上で承

認手続きとする。③自治医科大学病院：評価「保

留」とし、委員からの意見を自治医科大学に回答。

再提出された申請書を事務局あるいは意見を出

された委員に確認の上で承認手続きとする。2022
年 3 月に更新時期を迎える膵臓移植実施施設の

現在の更新基準見直しについて議論され、次回の

委員会で改正案を決定することとした。 
  

施施設において脳死下・心停止下臓器 移植医療

を維持推進するための調査研究」（厚労省の科研

費）および「抗体関連検査実態調査」（AMED 
研究）について、アンケート調査への協力がお

願いされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1100 月月 22 日日（（WWeebb 会会議議）） 11 例の新規症例の検

討。協力者を募って作成した CMV 感染診療ガ

イドラインは、担当分野のドラフト作成が終了

し委員長へ提出しているとの報告。 
  

・・令令和和 44（（22002222））年年 
33 月月（（WWeebb 会会議議）） 累計の申請・登録・移植・

待機患者の件数の報告（申請 1004 件、登録済待

機数 190 件、死体膵移植 443 件、生体膵移植 4

・・令令和和 44（（22002222））年年 
33 月月 44 日日（（WWeebb 会会議議）） 16 例の新規症例の検

討。研究会から学会への移行、法人化が完了し

たことが報告された。移植後抗体関連型拒絶反
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件、待機中死亡 74 件、取消 106 件）。2022 年 3
月 31 日に認定期間が終了する移植実施認定施設

の更新書類について審議された。審議の結果、

広島大学病院はそのまま更新を承認し、他の 17
施設に対しては修正あるいは追記した「膵臓移

植実施認定施設現状報告書」の再提出の確認を

もって更新を承認する（認定期間は 2022 年 4
月 1 日~2027 年 3 月 31 日の 5 年間）。なお、次

回の施設認定更新時における検討事項について

さまざまな意見が出され、今後の検討課題とさ

れた。また、委員長により提示された膵臓移植

実施認定施設更新基準の改正案について議論さ

れ、修正の上承認された（2022 年 4 月 1 日より

施行）。 
1100 月月（（WWeebb 会会議議）） 累計の申請・登録・移植・

待機患者の件数の報告（申請 1028 件、登録済待

機数 183 件、死体膵移植 457 件、生体膵移植 4
件、待機中死亡 74 件、取消 120 件）。2022 年 3 
月の実施認定施設の更新において既存 18 施設

が認定され、3 施設が新規認定されたことが報告

され、全 21 施設の認定期限が 2027 年 3 月まで

であることが承認された。脇委員より、認定施設

更新における前回よりの継続検討事項の事務局

対応状況について報告された。討議の結果、次の

ように対応することが確認された。①「膵臓移植

実施認定施設現状報告書」に「10. 過去の実施症

例(自施設症例、全症例)とその成績」を追記し改

訂する。②地域性についての資料が提示され、次

回の施設更新時には地域の実施認定施設数と実

施症例数のバランスを考慮するかどうかの材料

とすることとなった。 
  

応治療における血漿交換療法、自動縫合器加

算、自動縫合器加 算(移植用腎採取術)が今回の

診療報酬改定で採択される見込みであることが

報告された。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
1100 月月 2222 日日（（WWeebb 会会議議）） 20 例の新規症例の

検討。CMV 感染診療ガイドラインはまもなく

発刊予定であることが報告された。 
  

・・令令和和 55（（22002233））年年 
33 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 1046 件、登録済待機数 177
件、死体膵移植 470 件、生体膵移植 4 件、待機

中死亡 76 件、取消 120 件）。前回の委員会で決

定された「認定施設更新申請書（改訂）」が示さ

れ、「膵臓移植実施認定施設現状報告書」に

「10. 過去の実施症例」が追加されたことにつ

いて確認した。ただし、現時点では更新基準に

・・令令和和 55（（22002233））年年 
33 月月 33 日日 9 例の新規症例の検討。臓器移植医学

情報活用合同委員会設置までの経緯と目的につ

いて報告があった。  
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実施症例の成績は含めない。後藤委員から、肝

移植では、移植の臨床データから移植後の合併

症・死亡予測モデルを作成し National Clinical 
Database（NCD）のフィードバック機能として

搭載しているが、膵臓移植でも同様の観点から

臨床データの検討を行ってはどうかとの提案が

あり次回に審議することとした。 
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 1077 件、登録済待機数 154 件、

死体膵移植 491 件、生体膵移植 4 件、待機中死亡

79 件、取消 134 件）。前回の委員会で後藤委員か

ら提案された膵臓移植の移植後リスク予測につ

いて審議され、次のような方針となった。肝移植

では NCD と肝移植学会のデータをバインドさ

せ、リスクモデルを作成し、術後合併症・死亡リ

スクの評価として使用されているが、膵臓移植に

おいても臨床データが蓄積されてきたため、同様

なことが可能かどうかについて、日本膵・膵島移

植学会において、今後の方向性・方法などを検討

することとなった。 
  
・・令令和和 66（（22002244））年年 
22 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件数

の報告（申請 1095 件、登録済待機数 155 件、死

体膵移植 502 件、生体膵移植 4 件、待機中死亡

82 件、取消 139 件）。以前は 200 人前後で推移し

ていた待機患者数が、2023 年度より 150 人ほど

に減少していることの背景を確認するために、委

員長から 2014 年度からの申請受付件数・登録症

例数・待機数・移植数・取消数などを一覧化した

資料が提示され、取消数の増加、コロナ禍後の死

体膵移植数の増加、登録症例数の鈍化などが待機

患者数減少の理由として説明された。これについ

て、透析を行う 2 型糖尿病患者は多く、その中で

インスリン分泌が枯渇した患者は膵臓移植の適

応になりうるのではないかとの意見が出たが、長

期間の待機患者もいる中で対象を拡大すること

は望ましくなく、2 型糖尿病への適応の拡大は待

機患者数がさらに減少した際に再検討すること

となった（注現状でも「内因性インスリン分泌能

の廃絶」は移植の条件ではあるが、1 型糖尿病か

・・令令和和 66（（22002244））年年 
22 月月 2233 日日 14 例の新規症例の検討。腎臓や肝

臓移植では 20 歳未満の小児優先ルールが適用

されるが、膵臓は 20 歳未満のレシピエントが

おらず適用されていなかったこと、今後膵臓に

関しても 20 歳未満の小児優先ルールの適用を

学会として検討し、情報提供が行われる旨説明

があった。 
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どうかについては必ずしも移植の適応条件とは

なっていない）。前回委員会において、肝移植で

実施されているレシピエントのリスク・重症度の

グレードを膵臓移植でも検討することについて、

剣持委員より、次のような報告があった。過去の

レシピエントのグレーディングやリスクファク

ターについての論文がいくつかあり、これをもと

に日本膵・膵島移植学会のプロトコール委員会で

検討を行ったが、膵臓移植は救命を目的としてお

らず、SPK・SPK/PTA はすでに重症度が異なっ

ており、その中でさらに重症度を優先して移植を

行うことには否定的である意見が多い。一方で、

藤田医科大学では、全国データで判明したドナ

ー・レシピエントのリスク因子を利用しインフォ

ームドコンセント（IC）の取得の際に患者に説明

している。これに対して、審議の結果、「リスクフ

ァクターに基づいた予後の予想」を全国展開し、

IC 時に患者にわかりやすく説明することと、術

前の予測と実際の術後の経過を比較し各施設が

feedback できるようになるとよい。まずは、ガイ

ドラインとなるようなものを作成する方向でプ

ロトコール委員会引き続き検討いただくことと

なった。 
 
1100 月月 累計の申請・登録・移植・待機患者の件

数の報告（申請 1123 件、登録済待機数 148 件、

死体膵移植 528 件、生体膵移植 4 件、待機中死亡

84 件、取消 148 件）。待機患者が減少し 150 人程

度になっている理由として取消患者の増加が目

立つが、待機中に年齢を重ね 65 歳を超えている

患者はレシピエント登録を更新しないことがあ

る、また 2 型糖尿病への移植適応を今後の検討

課題とすることを含め、新規登録をリクルートす

ることが重要と考えるなど意見があった。膵臓移

植レシピエント適応基準・適応判定申請書につい

て、「内因性インスリン分泌能の廃絶の証明」に

おいて「空腹時血清 C ペプチド 0.3 ng/ml 未満」

と膵島移植と基準を統一するなどの改定案を説

明し、承認された。膵臓移植に関する実施要綱の

改訂（第五版）が提案され、その改訂案と改訂費

用の見積りなどについて審議され、承認された。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1100 月月 1122 日日 26 例の新規症例の検討。剣持委員

長から、日本の臓器移植登録事業について、現

在導入を進めている「TRACER（TRAnsplant 
CEntral Registry）システム」の経緯と現状の

説明があった。 
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ⅡⅡ．．本本邦邦ににおおけけるる膵膵臓臓移移植植のの足足跡跡  

前々回・前回の委員会からの継続審議として、肝

移植で実施されているレシピエントのリスク・重

症度のグレードを膵臓移植でも検討することと

なった件について、剣持委員より、現在 JOT の

データが使用不可能で解析が進められない状況

であり、現在導入を進めているナショナルレジス

ト リ 「 TRACER （ TRAnsplant CEntral 
Registry）」が使用可能になるまでいったん保留

とせざるを得ないと報告された。  
文責：粟田 卓也、寺岡 慧 
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